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地域で育てる、支え合う 

ふだんの くらしの しあわせづくり 

 

 進展する高齢化社会に対応するため、国で示されている地域包括ケアシス

テムの構築に向け、本年度も市民のだれもが住み慣れた地域で安心して暮ら

せるよう「地域福祉活動計画」を基に、隣近所や地域の中で助け合い、支え

合えるまちづくりを進めます。また、高齢者や障害者が安心して地域で暮ら

せるよう居場所づくりや権利擁護事業などに取り組み、地域社会を重層的に

支えていきます。 

 

基本目標１ 人創り 地域を支える人創りの推進 

 

 近所づきあいや地域の交流が減少している中で、市民一人ひとりの地域福祉へ

の関心の醸成・参画の促進、地域を支える人材の育成、子どもたちへの福祉教育

の実践などを推進します。個々の事業においては、情報提供のあり方も同時に検

討・実施します。 

（１）福祉教育の充実 

 ①  地域福祉に関する啓発活動の推進 

ア  楽しく学ぶ「ふくしのススメ（福祉体験交流事業）」開催事業 

     地域で暮らす様々な人が講師となって福祉を学ぶ機会を提供します。 

    家族や地域住民が、世代を超えて一緒に福祉活動の話を聞いたり、福 

    祉体験学習ができるような講座づくりに努めます。 

イ  出張福祉講座・研修会開催事業 

      市内の学校や団体及び企業が、地域福祉への関心を高め、生活や 

     活動をしていただくことを目的に講座や研修会を開きます。より地 

     域や社会の要請に合致したメニューを検討し、一覧表を作成して事 

     業をＰＲするなど、事業への関心を高め、講座や研修会の依頼を増 

     やします。 

 ウ  福祉教育・福祉レクリエーション機材の貸出 

  ②  学校における福祉教育の推進 

ア  福祉教育実践校活動助成事業 

イ  福祉教育実践校活動推進事業 

    学校で進める福祉教育が円滑に進むよう支援します。 

ウ  夏休み福祉体験学習の開催 

（２）共助意識の醸成 

 ①  イベントなどを通じた意識啓発、交流活動の充実 
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